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IMAGICAが 4K映像制作に向けた包括的なサービス提供を行う体制を構築 

～撮影から仕上げまで 4K/60p 制作をトータルでサポート～ 

 

当社子会社の株式会社IMAGICAは、昨今の映像業界における4K映像制作ニーズの高まりに対応して

人材育成と最新機材の導入を進め、撮影から仕上げまで4K/60p制作をトータルでサポートすることが

できる、包括的なサービス提供を可能とする体制を構築しましたので、お知らせいたします。 

 

撮影段階では、4Kカメラやレンズなどの機材を揃え技術サービスを提供し、撮影データのファイルイン

ジェストやデジタルイメージングテクニシャン（DIT）によるONSET DOCKを活用したファイル管理を行い

ます。 ポストプロダクション作業では、専任のスタッフがRAWファイルを含む各種ファイルフォーマット

変換やオフライン編集用のデータ作成、ノイズやデータ破損などの画質チェックを行うなど、ファイル素

材の受け入れに万全の体制を整備。スタジオ内では色管理された視環境でエディターやグレーダーが

編集・カラコレ・テロップ入れ等のフィニッシング作業を行います。そのほか、画質向上のためのフィルタ

ー処理や解像度変換（アップコンバート、ダウンコンバート）、フィルムスキャニング、DCP（デジタルシネ

マパッケージ）作成、配信用エンコードなど、4K映像制作を幅広くサポートする体制を構築しており、経

験豊富なテクニカルディレクターが各プロジェクトの目的に合わせた最適なワークフローを提案します。 
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＜本件に関するお問い合わせ先＞   

株式会社 IMAGICA 社長室 担当：河野江見子 

東京都品川区東五反田 2-14-1 TEL:03-3280-1420 FAX：03-3280-7503       

報道関係者各位 

2013 年 11 月 7 日 

株式会社 IMAGICA 

４K映像制作に向けた包括的なサービス提供を行う体制を構築 

 

 株式会社 IMAGICA（本社：東京都品川区、代表取締役社長：藤川幸廣、 以下 IMAGICA）は、昨今の映像業界における 4K 映像

制作ニーズの高まりに対応して人材育成と最新機材の導入を進め、包括的なサービス提供を可能とする体制を構築しました。 

   

 IMAGICA の４K 映像制作向けサービスは、撮影から仕上げまで 4K/60p 制作をトータルでサポートすることが可能です。撮影段

階では、4K カメラやレンズなどの機材を揃え技術サービスを提供し、撮影データのファイルインジェストやデジタルイメージング

テクニシャン（DIT）による ONSET DOCK を活用したファイル管理を行います。 ポストプロダクション作業では、専任のスタッ

フが RAW ファイルを含む各種ファイルフォーマット変換や オフライン編集用のデータ作成、ノイズやデータ破損などの画質チェ

ックを行うなど、ファイル素材の受け入れに万全の体制を整備。スタジオ内では色管理された視環境でエディターやグレーダーが

編集・カラコレ・テロップ入れ等のフィニッシング作業を行います。そのほか、画質向上のためのフィルター処理や解像度変換（ア

ップコンバート、ダウンコンバート）、フィルムスキャニング、DCP 作成、配信用エンコードなど、４K 映像制作を幅広くサポー

トする体制を構築しており、経験豊富なテクニカルディレクターが各プロジェクトの目的に合わせた最適なワークフローを提案し

ます。 

2013 年 6 月には国内初となる Quantel 社製 iQ Pablo Rio（4K/60p 対応）を導入。さらには Adobe 社製 Premiere Pro Creative 

Cloud（4K/60p 対応）を採用し、編集、カラコレ、フィニッシング作業など 4K 映像制作に向けた一層のサービス強化を図りまし

た。総務省による 4K/8K 普及に向けたロードマップの発表以来、お客様との情報交換や技術検証を続け、既に様々なプロジェクト

で実績を重ねています。 

 IMAGICA は、今後予測される新たなコーデックやインターフェース、モニターの登場や、高解像度ならびにハイフレームレート

といった画質の進化にも積極的かつ柔軟に対応し、これからもお客様のニーズにお応えする最適なサービスを提供できるよう努め

てまいります。 
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